
 

 

 

水道事業に関する市民アンケート 

集計報告書（広域化分） 
 

 

令和６年１月 

長野市上下水道局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 14 現在、水道事業が抱える以下の課題について知っていましたか？ １ 

問 15 問 14 の課題の解決に向け、水道基盤強化のため国が水道事業の

広域化を推進しており、長野市も千曲市、坂城町、上田市、長野

県企業局と水道事業の広域化を検討していることを知っていま

したか？ 

３ 

問 16 添付資料についてご理解いただけましたか？  ５ 

問 17 水道事業を広域化した場合、メリットだと思うことは何ですか？ ６ 

問 18 水道事業を広域化した場合、不安 ・課題に思うことは何ですか？ ９ 

問 19 水道事業広域化に対してどのように考えますか？  １２ 

見方、考え方別の集計 １５ 

 



R6 年 1 月 長野市上下水道局 

1 

問 14 現在、水道事業が抱える以下の課題について知っていましたか？(複数回答可)  

「施設の老朽化に伴う修繕 ・更新費用の増加」（63.9％）が約６割と最も多い。次に、「人口減少

に伴う料金収入の減少」（42.5％）、「知らなかった」（27.5％）と続いている。 

 

【利用している水道別】 

市営水道、県営水道とも、「施設の老朽化に伴う修繕・更新費用の増加」が６割を超え、最も多

く、同様の傾向にあるといえる。 

 

【年代別集計】 

「施設の老朽化に伴う修繕・更新費用の増加」は、40 代以上では６割を超え、最も高い。一方、

「知らなかった」は、10 代から 30 代で４割以上となる。 

 

【水道水の水源についての認知別集計】 

水源を 「知っている」では、課題を 「知らなかった」（14.2％）が約１割となり、他のいずれの課

題の回答割合は、水源を 「知らない」よりも高い。一方、水源を 「知らない」では、 「施設の老朽化

に伴う修繕 ・更新費用の増加」（55.1％）が約６割と最も多い。次に、課題を 「知らなかった」（36.9％）

が約４割と、2番目に多い。 

 

【利用している水道別集計】 

 

【年代別集計】 

 

63.9

42.5

24.1

15.9

27.5

0.4

1.0

0 20 40 60 80

施設の老朽化に伴う修繕・更新費用の増加

人口減少に伴う料金収入の減少

自然災害に対する危機管理対策の強化

水道事業に携わる職員の不足

知らなかった

その他

無回答

全体(n=2,047)

64.0

41.8

24.2

15.7

28.1

0.4

0.9

0 20 40 60 80

施設の老朽化に伴う修繕・更新費
用の増加

人口減少に伴う料金収入の減少

自然災害に対する危機管理対策
の強化

水道事業に携わる職員の不足

知らなかった

その他

無回答

市営水道(n=1,490)

65.5

45.2

24.3

16.7

25.0

0.6

0.9

0 20 40 60 80

県営水道(n=527)

30.8

30.8

15.4

15.4

38.5

0.0

7.7

0 20 40 60 80

その他(n=13)

28.0

40.0

20.0

24.0

40.0

4.0

0.0

0 20 40 60 80

施設の老朽化に伴う修繕・更新費
用の増加

人口減少に伴う料金収入の減少

自然災害に対する危機管理対策
の強化

水道事業に携わる職員の不足

知らなかった

その他

無回答

10代(n=25)

36.2

30.9

18.4

11.2

52.0

0.0

0.7

0 20 40 60 80

20代(n=152)

46.3

32.2

20.1

13.1

42.1

0.5

0.0

0 20 40 60 80

30代(n=214)
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【水道水の水源についての認知別集計】 

 

61.7

35.6

20.7

10.3

31.8

0.4

0.4

0 20 40 60 80

施設の老朽化に伴う修繕・更新費
用の増加

人口減少に伴う料金収入の減少

自然災害に対する危機管理対策
の強化

水道事業に携わる職員の不足

知らなかった

その他

無回答

40代(n=261)

65.4

38.2

22.3

12.6

28.5

0.3

0.0

0 20 40 60 80

50代(n=309)

73.5

43.9

25.8

19.1

21.5

0.5

0.7

0 20 40 60 80

60代(n=419)

73.8

55.2

27.7

19.3

18.8

0.2

1.2

0 20 40 60 80

施設の老朽化に伴う修繕・更新費
用の増加

人口減少に伴う料金収入の減少

自然災害に対する危機管理対策
の強化

水道事業に携わる職員の不足

知らなかった

その他

無回答

70代(n=404)

67.3

47.9

28.8

19.1

17.9

0.8

3.5

0 20 40 60 80

80代以上(n=257)

76.3

55.5

30.4

21.2

14.2

0.5

1.1

0 20 40 60 80

施設の老朽化に伴う修繕・更新費
用の増加

人口減少に伴う料金収入の減少

自然災害に対する危機管理対策
の強化

水道事業に携わる職員の不足

知らなかった

その他

無回答

知っている(n=840)

55.1

33.5

19.7

12.0

36.9

0.4

0.8

0 20 40 60 80

知らない(n=1,195)
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問 15 問 14 の課題の解決に向け、水道基盤強化のため国が水道事業の広域化を推進しており、長

野市も千曲市、坂城町、上田市、長野県企業局と水道事業の広域化を検討していることを知

っていましたか？（１つお選びください） 

「知らなかった」（69.5％）が約７割と最も多い。次に、「何となく知っていた、聞いたことはあ

った」（21.5％）、「知っていた」（8.2％）と続いている。 

 

【利用している水道別】 

市営水道、県営水道とも、「知らなかった」が６割を超え、最も多い。次に、「何となく知ってい

た、聞いたことはあった」、「知っていた」と続いている。 「知っていた」については、市営水道 （7.0％）

は県営水道（12.0％）よりもやや低い割合となる。 

 

【年代別集計】 

いずれの年代でも 「知らなかった」が最も多くなる。 「知っていた」、「何となく知っていた、聞い

たことはあった」の合計をみると、20代で約１割と最も低くなっている。30 代から 50 代で約２割、

10 代、60 代で約３割、70 代以上で約４割となる。 

 

【世帯人数別集計】 

いずれの世帯人数でも、「知らなかった」が約７割と、最も多くなる。２人世帯、３人世帯では、

「知っていた」、「何となく知っていた、聞いたことはあった」の合計が３割以上となり、他よりも

やや割合が高くなる。 

 

【水道水の水源についての認知別集計】 

水源を 「知っている」では、「知らない」（55.2％）が５割台となり、 「知っていた」、「何となく知

っていた、聞いたことはあった」の合計が４割を超えている。一方、水源を 「知らない」では、「知

らない」（79.9％）が約８割となる。 

 

【利用している水道別集計】 

 

【年代別集計】 

 

8.2 21.5 69.5 0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=2,047)

知っていた 何となく知っていた、聞いたことはあった 知らなかった 無回答

7.0

12.0

21.0

23.0

38.5

71.1

64.5

61.5

0.9

0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市営水道(n=1,490)

県営水道(n=527)

その他(n=13)

8.0

3.3

7.5

4.6

7.4

8.4

10.9

12.1

20.0

9.9

13.1

15.7

17.2

24.6

28.0

31.1

72.0

86.8

79.4

79.7

74.8

66.8

59.7

54.1

0.6

0.2

1.5

2.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10代(n=25)

20代(n=152)

30代(n=214)

40代(n=261)

50代(n=309)

60代(n=419)

70代(n=404)

80代以上(n=257)
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【世帯人数別集計】 

 

【水道水の水源についての認知別集計】 

 

6.6

9.0

8.6

6.5

8.5

18.1

25.2

21.2

19.1

18.2

74.8

65.1

69.1

74.2

71.0

0.4

0.7

1.0

0.3

2.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１人(n=226)

２人(n=733)

３人(n=499)

４人(n=341)

５人以上(n=176)

14.3

3.9

29.5

15.6

55.2

79.9

1.0

0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知っている(n=840)

知らない(n=1,195)
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問 16 添付資料についてご理解いただけましたか？（１つお選びください） 

「だいたいわかった」（71.5％）が約 7 割と最も多い。次に、「あまりわからなかった」（13.5％）、

「よくわかった」（11.4％）と続いている。 

 

【年代別集計】 

いずれの年代も、「だいたいわかった」が最も多い。「よくわかった」、「だいたいわかった」の合

計でみると、30代、40 代でやや低いものの、いずれの年代でも約 8 割以上となる。 

 

 
 

【年代別集計】 

 

11.4 71.5 13.5 2.1 1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=2,047)

よくわかった だいたいわかった あまりわからなかった わからなかった 無回答

16.0

16.4

13.6

11.1

11.3

9.1

12.1

9.7

68.0

67.1

65.9

69.0

71.8

77.3

71.0

73.2

12.0

13.2

15.4

16.1

13.3

11.2

14.4

12.5

4.0

3.3

4.2

2.3

2.3

1.0

1.5

1.6

0.9

1.5

1.3

1.4

1.0

3.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10代(n=25)

20代(n=152)

30代(n=214)

40代(n=261)

50代(n=309)

60代(n=419)

70代(n=404)

80代以上(n=257)
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問 17 水道事業を広域化した場合、メリットだと思うことは何ですか？（複数回答可） 

「水道料金の値上幅の抑制」（58.4％）が約６割と最も多い。次に、「水道設備の更新や耐震化が

進む」 （40.7％）、「国の補助金を活用することができる」（36.2％）、「施設の統廃合などにより各事

業体で個別経営を続けるよりも維持管理・投資が効率化される」（36.0％）と続いている。 

 

【利用している水道別】 

市営水道、県営水道とも、「水道料金の値上幅の抑制」が約６割と最も多く、ほぼ同様の傾向にあ

るといえる。 

 

【年代別集計】 

いずれの年代でも、「水道料金の値上幅の抑制」が最も多い。次に、10 代から 60 代では、「水道

設備の更新や耐震化が進む」が、70 代では、「施設の統廃合などにより各事業体で個別経営を続け

るよりも維持管理・投資が効率化される」が、80 代以上では、「国の補助金を活用することができ

る」が２番目に多い。 

 

【世帯人数別集計】 

いずれの世帯人数でも、 「水道料金の値上幅の抑制」が最も多い。次に、１人世帯から４人世帯で

は、「水道設備の更新や耐震化が進む」が、５人以上世帯では、「送水管の二重化などによる災害へ

の備え」が２番目に多い。 

 

【水道水の水源についての認知別集計】 

水源を「知っている」、「知らない」とも、「水道料金の値上幅の抑制」が最も多い回答となる。 

 

 

【利用している水道別集計】 

 

58.4

40.7

36.2

36.0

34.8

25.5

7.3

1.5

1.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80

水道料金の値上幅の抑制

水道設備の更新や耐震化が進む

国の補助金を活用することができる

施設の統廃合などにより各事業体で個別経営を続けるよりも維持管理・投資が効率化される

送水管の二重化などによる災害への備え

専門人材の育成・確保

特にない

その他

無回答

全体(n=2,047)

58.5

39.9

35.6

36.0

34.4

25.2

7.9

1.7

1.6

0 20 40 60 80

水道料金の値上幅の抑制

水道設備の更新や耐震化が進む

国の補助金を活用することができる

施設の統廃合などにより各事業体で個別経営
を続けるよりも維持管理・投資が効率化される

送水管の二重化などによる災害への備え

専門人材の育成・確保

特にない

その他

無回答

市営水道(n=1,490)

59.0

43.8

37.6

37.2

35.5

26.4

5.5

0.9

1.3

0 20 40 60 80

県営水道(n=527)

15.4

38.5

46.2

15.4

61.5

46.2

7.7

0.0

7.7

0 20 40 60 80

その他(n=13)
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【年代別集計】 

 

 

 
 

【世帯人数別集計】 

 

56.0

44.0

36.0

20.0

32.0

12.0

8.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80

水道料金の値上幅の抑制

水道設備の更新や耐震化が進む

国の補助金を活用することができる

施設の統廃合などにより各事業体で個別経営
を続けるよりも維持管理・投資が効率化される

送水管の二重化などによる災害への備え

専門人材の育成・確保

特にない

その他

無回答

10代(n=25)

56.6

41.4

30.3

27.0

34.2

16.4

11.8

0.7

0.0

0 20 40 60 80

20代(n=152)

56.1

41.6

27.1

32.2

31.3

24.8

7.0

0.9

0.0

0 20 40 60 80

30代(n=214)

62.1

39.5

34.5

29.1

30.7

25.3

5.7

2.7

1.1

0 20 40 60 80

水道料金の値上幅の抑制

水道設備の更新や耐震化が進む

国の補助金を活用することができる

施設の統廃合などにより各事業体で個別経営
を続けるよりも維持管理・投資が効率化される

送水管の二重化などによる災害への備え

専門人材の育成・確保

特にない

その他

無回答

40代(n=261)

61.5

42.1

37.2

32.0

35.3

26.2

8.1

2.3

1.0

0 20 40 60 80

50代(n=309)

57.3

42.2

35.3

39.4

40.8

27.4

6.7

1.2

0.5

0 20 40 60 80

60代(n=419)

61.1

41.6

42.1

46.0

35.1

26.0

7.9

1.0

2.2

0 20 40 60 80

水道料金の値上幅の抑制

水道設備の更新や耐震化が進む

国の補助金を活用することができる

施設の統廃合などにより各事業体で個別経営
を続けるよりも維持管理・投資が効率化される

送水管の二重化などによる災害への備え

専門人材の育成・確保

特にない

その他

無回答

70代(n=404)

52.1

35.4

40.1

36.2

32.3

28.4

5.1

1.9

5.8

0 20 40 60 80

80代以上(n=257)

56.2

39.8

34.5

38.1

38.5

28.8

6.2

1.3

0.9

0 20 40 60 80

水道料金の値上幅の抑制

水道設備の更新や耐震化が進む

国の補助金を活用することができる

施設の統廃合などにより各事業体で個別経営
を続けるよりも維持管理・投資が効率化される

送水管の二重化などによる災害への備え

専門人材の育成・確保

特にない

その他

無回答

１人(n=226)

56.9

40.4

36.8

36.7

35.7

26.1

7.6

1.6

1.6

0 20 40 60 80

２人(n=733)

57.1

42.5

36.7

36.1

32.1

23.2

7.6

1.6

2.2

0 20 40 60 80

３人(n=499)
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【水道水の水源についての認知別集計】 

 
 

61.6

41.3

37.2

32.8

32.0

24.9

6.2

1.8

0.9

0 20 40 60 80

水道料金の値上幅の抑制

水道設備の更新や耐震化が進む

国の補助金を活用することができる

施設の統廃合などにより各事業体で個別経営
を続けるよりも維持管理・投資が効率化される

送水管の二重化などによる災害への備え

専門人材の育成・確保

特にない

その他

無回答

４人(n=341)

63.1

34.7

34.7

38.1

40.3

23.9

6.3

0.6

2.3

0 20 40 60 80

５人以上(n=176)

59.2

41.2

40.1

38.8

36.4

30.4

5.7

1.5

1.8

0 20 40 60 80

水道料金の値上幅の抑制

水道設備の更新や耐震化が進む

国の補助金を活用することができる

施設の統廃合などにより各事業体で個別経営を
続けるよりも維持管理・投資が効率化される

送水管の二重化などによる災害への備え

専門人材の育成・確保

特にない

その他

無回答

知っている(n=840)

57.6

40.5

33.5

34.0

33.6

21.9

8.5

1.4

1.4

0 20 40 60 80

知らない(n=1,195)
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問 18 水道事業を広域化した場合、不安・課題に思うことは何ですか？（複数回答可） 

「料金値上幅が本当に抑制されるか」（52.7％）が約 5 割と最も多い。次に、 「お客様窓口を集約

化した場合、サービスが低下しないか」（40.7％）、「水質などの安全性」（34.6％）と続いている。 

 

【利用している水道別】 

市営水道、県営水道とも、「料金値上幅が本当に抑制されるか」が約５割と最も多く、ほぼ同様の

傾向にあるといえる。 

 

【年代別集計】 

10 代から 70 代では、「料金値上幅が本当に抑制されるか」が、80代では、「お客様窓口を集約化

した場合、サービスが低下しないか」が最も多くなっている。「お客様窓口を集約化した場合、サー

ビスが低下しないか」の回答でみると、10 代から 30 代では約３割、40 代から 50 代で約４割、60

代以上で約５割と、年代が高くなるにつれ、割合も高い。 

 

【世帯人数別集計】 

いずれの世帯人数でも、「料金値上幅が本当に抑制されるか」が、最も多い。 

 

【水道水の水源についての認知別集計】 

水源を 「知っている」、「知らない」とも、 「料金値上幅が本当に抑制されるか」が、最も多い。「お

客様窓口を集約化した場合、サービスが低下しないか」の回答でみると、水源を 「知っている」で

は 46.9％、水源を「知らない」では 36.5％と、割合にやや差がある。 

 

【利用している水道別集計】 

 

52.7
40.7

34.6
26.2

24.5
22.5

6.8
3.6

10.5
1.7
0.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80

料金値上幅が本当に抑制されるか
お客様窓口を集約化した場合、サービスが低下しないか

水質などの安全性
下水道事業の分離により、業務効率が低下しないか
各自治体の意向が反映されづらくなるのではないか

断水等の災害への備え
他の自治体よりメリットが少ないのではないか

長年使ってきた水道への愛着
特にない
その他
無回答

全体(n=2,047)

52.3

40.1

34.9

26.6

24.2

21.9

6.8

3.8

10.8

1.9

0.8

0 20 40 60 80

料金値上幅が本当に抑制されるか

お客様窓口を集約化した場合、サービスが低下しないか

水質などの安全性

下水道事業の分離により、業務効率が低下しないか

各自治体の意向が反映されづらくなるのではないか

断水等の災害への備え

他の自治体よりメリットが少ないのではないか

長年使ってきた水道への愛着

特にない

その他

無回答

市営水道(n=1,490)

53.9

43.1

34.0

25.6

25.0

23.7

7.0

3.0

9.5

1.3

0.8

0 20 40 60 80

県営水道(n=527)

46.2

46.2

38.5

23.1

30.8

30.8

7.7

0.0

7.7

0.0

0.0

0 20 40 60 80

その他(n=13)
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【年代別集計】 
 

 

 

 

【世帯人数別集計】 

 

40.0

28.0

16.0

28.0

20.0

16.0

0.0

0.0

16.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80

料金値上幅が本当に抑制されるか

お客様窓口を集約化した場合、サービスが低下しないか

水質などの安全性

下水道事業の分離により、業務効率が低下しないか

各自治体の意向が反映されづらくなるのではないか

断水等の災害への備え

他の自治体よりメリットが少ないのではないか

長年使ってきた水道への愛着

特にない

その他

無回答

10代(n=25)

50.0

27.6

27.6

13.8

17.8

16.4

7.2

2.0

15.8

0.0

0.7

0 20 40 60 80

20代(n=152)

55.1

29.4

32.7

13.6

19.6

27.6

5.1

1.9

12.1

2.8

0.9

0 20 40 60 80

30代(n=214)

52.1

35.6

30.3

19.5

21.1

17.6

6.5

1.5

17.6

2.3

0.0

0 20 40 60 80

料金値上幅が本当に抑制されるか

お客様窓口を集約化した場合、サービスが低下しないか

水質などの安全性

下水道事業の分離により、業務効率が低下しないか

各自治体の意向が反映されづらくなるのではないか

断水等の災害への備え

他の自治体よりメリットが少ないのではないか

長年使ってきた水道への愛着

特にない

その他

無回答

40代(n=261)

55.0

36.6

35.3

23.9

22.7

22.3

6.5

2.3

13.6

3.6

0.3

0 20 40 60 80

50代(n=309)

54.7

45.6

39.9

31.5

27.4

24.8

8.8

2.6

6.4

1.4

0.2

0 20 40 60 80

60代(n=419)

54.2

48.8

35.9

34.2

30.2

20.0

6.9

2.7

6.4

0.7

0.7

0 20 40 60 80

料金値上幅が本当に抑制されるか

お客様窓口を集約化した場合、サービスが低下しないか

水質などの安全性

下水道事業の分離により、業務効率が低下しないか

各自治体の意向が反映されづらくなるのではないか

断水等の災害への備え

他の自治体よりメリットが少ないのではないか

長年使ってきた水道への愛着

特にない

その他

無回答

70代(n=404)

46.3

49.4

35.0

32.3

25.7

28.0

6.2

12.8

6.6

1.2

3.1

0 20 40 60 80

80代以上(n=257)

45.6

43.8

38.5

23.5

27.4

19.0

4.4

5.8

13.3

1.8

1.3

0 20 40 60 80

料金値上幅が本当に抑制されるか

お客様窓口を集約化した場合、サービスが低下しないか

水質などの安全性

下水道事業の分離により、業務効率が低下しないか

各自治体の意向が反映されづらくなるのではないか

断水等の災害への備え

他の自治体よりメリットが少ないのではないか

長年使ってきた水道への愛着

特にない

その他

無回答

１人(n=226)

53.2

44.7

36.3

29.9

24.3

23.5

9.1

3.4

8.0

1.4

0.7

0 20 40 60 80

２人(n=733)

54.7

38.1

36.7

25.1

25.1

22.2

6.0

3.8

11.0

1.6

1.2

0 20 40 60 80

３人(n=499)
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【水道水の水源についての認知別集計】 

 
 

52.8

35.5

29.3

20.2

23.2

21.1

6.7

1.8

12.6

2.3

0.3

0 20 40 60 80

料金値上幅が本当に抑制されるか

お客様窓口を集約化した場合、サービスが低下しないか

水質などの安全性

下水道事業の分離により、業務効率が低下しないか

各自治体の意向が反映されづらくなるのではないか

断水等の災害への備え

他の自治体よりメリットが少ないのではないか

長年使ってきた水道への愛着

特にない

その他

無回答

４人(n=341)

53.4

42.6

31.8

33.5

23.3

24.4

5.1

5.1

8.5

2.3

0.6

0 20 40 60 80

５人以上(n=176)

51.3

46.9

36.2

32.5

29.2

23.0

7.6

5.6

6.3

2.0

0.7

0 20 40 60 80

料金値上幅が本当に抑制されるか

お客様窓口を集約化した場合、サービスが低下しないか

水質などの安全性

下水道事業の分離により、業務効率が低下しないか

各自治体の意向が反映されづらくなるのではないか

断水等の災害への備え

他の自治体よりメリットが少ないのではないか

長年使ってきた水道への愛着

特にない

その他

無回答

知っている(n=840)

53.6

36.5

33.3

21.7

21.3

21.9

6.3

2.1

13.5

1.5

0.8

0 20 40 60 80

知らない(n=1,195)
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問 19 水道事業広域化に対してどのように考えますか？（１つお選びください） 

「どちらかといえば取り組むべき」（46.4％）が約５割と最も多い。次に、「取り組むべき」（26.3％）、

「なんとも言えない、わからない」（22.8％）と続いている。 「取り組むべき」、「どちらかといえば

取り組むべき」の合計は 72.7％となる。一方、「取り組むべきではない」（1.4％）、「どちらかとい

えば取り組むべきでない」（2.1％）の合計は 3.5％となる。 

 

【利用している水道別】 

市営水道、県営水道とも、「どちらかといえば取り組むべき」が最も多い。 「取り組むべき」、「ど

ちらかといえば取り組むべき」の合計は、市営水道で 72.1％、県営水道で 74.4％となる。 

 

【年代別集計】 

「取り組むべき」、「どちらかといえば取り組むべき」の合計は、10 代、80 代以上で６割台とな

り、他の年代では７割台となる。 

 

【世帯人数別集計】 

いずれの世帯人数でも 「取り組むべき」、「どちらかといえば取り組むべき」の合計は７割台とな

る。 

 

【水道水の水源についての認知別集計】 

水源を 「知っている」、「知らない」とも、「取り組むべき」、「どちらかといえば取り組むべき」の

合計は、７割台となる。 

 

【老朽化による断水の発生についての認知別集計】 

水源を 「知っている」、「知らない」とも、「取り組むべき」、「どちらかといえば取り組むべき」の

合計は７割台となる。 

 

【広域化のメリット別集計】 

「取り組むべき」、「どちらかといえば取り組むべき」の合計は、特にないで 20.1％、その他で

45.2％となり、それ以外の項目では約８割となる。 

 

【広域化への不安・課題別集計】 

「取り組むべき」、「どちらかといえば取り組むべき」の合計は、他の自治体よりメリットが少な

いのではないかで 60.0％、長年使ってきた水道への愛着で 60.2％、特にないで 67.8％、その他で

48.6％となり、他の回答では７割以上となる。 
 

 
 

【利用している水道別集計】 

 
 

26.3 46.4 2.1 1.4 22.8 1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=2,047)

取り組むべき どちらかといえば取り組むべき
どちらかといえば取り組むべきでない 取り組むべきではない
なんとも言えない、わからない 無回答

25.9

26.8

46.2

46.2

47.6

38.5

2.3

1.7

1.7

0.6

22.8

22.4

15.4

0.9

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市営水道(n=1,490)

県営水道(n=527)

その他(n=13)
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【年代別集計】 

 
 

【世帯人数別集計】 

 
 

【水道水の水源についての認知別集計】 

 
 

【老朽化による断水の発生についての認知別集計】 

 
 

【広域化のメリット別集計】 

 

16.0

26.3

22.0

26.8

27.2

24.6

28.7

28.4

52.0

48.7

51.4

50.2

46.9

46.3

44.8

38.9

0.8

1.3

2.6

4.2

3.9

2.0

0.5

0.8

1.3

1.0

2.2

2.3

32.0

23.0

25.2

20.7

23.0

24.8

19.6

23.0

0.9

0.8

0.3

0.7

0.5

3.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10代(n=25)

20代(n=152)

30代(n=214)

40代(n=261)

50代(n=309)

60代(n=419)

70代(n=404)

80代以上(n=257)

28.3

26.3

27.1

25.5

22.7

43.8

45.6

44.3

49.9

50.0

2.2

3.1

1.6

1.5

1.7

0.9

2.0

1.4

0.3

2.3

23.5

22.2

24.4

22.3

21.6

1.3

0.7

1.2

0.6

1.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１人(n=226)

２人(n=733)

３人(n=499)

４人(n=341)

５人以上(n=176)

27.9

25.3

46.4

46.4

3.1

1.5

1.9

1.1

19.5

24.9

1.2

0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知っている(n=840)

知らない(n=1,195)

28.2

19.4

47.4

43.3

2.5

1.0

1.5

1.2

19.9

34.1

0.6

1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知っている、聞いたことがある(n=1,626)

知らない、聞いたことがない(n=413)

30.8

34.0

37.7

34.4

36.7

30.9

4.0

19.4

51.2

49.9

45.2

50.2

47.6

48.4

16.1

25.8

1.4

1.4

1.5

1.6

1.1

1.6

8.1

0.4

0.3

0.2

0.6

0.3

0.9

8.7

12.9

15.6

14.0

15.1

12.8

13.9

17.6

63.1

38.7

0.5

0.4

0.2

0.4

0.5

0.5

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

水道料金の値上幅の抑制(n=1,195)

送水管の二重化などによる災害への備え(n=712)

専門人材の育成・確保(n=522)

水道設備の更新や耐震化が進む(n=834)

施設の統廃合などにより各事業体で個別経営を続けるよりも維持管理・
投資が効率化される(n=736)

国の補助金を活用することができる(n=740)

特にない(n=149)

その他(n=31)
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【広域化への不安・課題別集計】 

 

24.1

24.9

28.5

11.4

22.7

23.9

22.6

12.3

37.9

22.9

49.6

49.2

49.3

48.6

50.9

47.7

47.4

47.9

29.9

25.7

3.2

2.4

2.8

6.4

2.5

2.4

3.0

9.6

2.9

1.4

2.6

1.7

5.0

1.8

1.7

2.2

6.8

0.5

8.6

20.9

20.3

16.6

27.9

21.7

23.4

23.5

19.2

31.8

40.0

0.7

0.6

1.1

0.7

0.4

0.8

1.3

4.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

お客様窓口を集約化した場合、サービスが低下しないか(n=834)

各自治体の意向が反映されづらくなるのではないか(n=502)

下水道事業の分離により、業務効率が低下しないか(n=537)

他の自治体よりメリットが少ないのではないか(n=140)

料金値上幅が本当に抑制されるか(n=1,078)

水質などの安全性(n=708)

断水等の災害への備え(n=460)

長年使ってきた水道への愛着(n=73)

特にない(n=214)

その他(n=35)
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＜広域化に対する考え方による、見方、考え方別の集計について＞ 

広域化に対する考え方に基づいて、これまでの設問をみると、以下のようになる。 

 

【水道事業の課題について】 

 

広域化に対する考え方で、水道事業の課題の回答をみると、いずれも 「施設の老朽化に伴う修繕 ・

更新費用の増加」が最も多い。なんとも言えない、わからないでは、「知らなかった」（42.3％）が

約４割と、他よりも高い割合となる。 

 

 

 

【水道事業の広域化の検討について】 

 

広域化に対する考え方で、水道事業の広域化の検討についての回答をみると、いずれも 「知らな

かった」が最も多い回答となる。なんとも言えない、わからないでは、「知らなかった」（82.0％）

が約８割と、他よりも高い割合となり、「知っていた」、「何となく知っていた、聞いたことはあっ

た」の合計は１割台と、他よりも低割合となる。 
 

 

70.8

51.3

29.7

23.4

20.8

0.4

0.4

0 20 40 60 80

施設の老朽化に伴う修繕・更新費用の

増加

人口減少に伴う料金収入の減少

自然災害に対する危機管理対策の強化

水道事業に携わる職員の不足

知らなかった

その他

無回答

取り組むべき(n=538)

68.0

45.3

24.5

14.7

24.9

0.4

0.2

0 20 40 60 80

どちらかといえば取り組

むべき(n=950)

75.0

38.6

18.2

13.6

18.2

0.0

2.3

0 20 40 60 80

どちらかといえば取り組

むべきでない(n=44)

55.2

37.9

20.7

24.1

24.1

3.4

0.0

0 20 40 60 80

施設の老朽化に伴う修繕・更新費用の

増加

人口減少に伴う料金収入の減少

自然災害に対する危機管理対策の強化

水道事業に携わる職員の不足

知らなかった

その他

無回答

取り組むべきではない(n=29)

47.9

27.7

17.2

9.9

42.3

0.4

1.7

0 20 40 60 80

なんとも言えない、わか

らない(n=466)

15.1

6.3

6.8

17.2

3.4

22.5

25.3

20.5

13.8

13.7

62.1

68.1

70.5

69.0

82.0

0.4

0.3

2.3

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

取り組むべき(n=538)

どちらかといえば取り組むべき(n=950)

どちらかといえば取り組むべきでない(n=44)

取り組むべきではない(n=29)

なんとも言えない、わからない(n=466)

知っていた 何となく知っていた、聞いたことはあった 知らなかった 無回答
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【添付資料の理解について】 

 

広域化に対する考え方で、添付資料の理解についての回答をみると、いずれも 「だいたいわかっ

た」が最も多い。取り組むべきでは、「よくわかった」（26.4％）が約３割と、他よりも高い割合と

なっている。また、「よくわかった」、「だいたいわかった」の合計割合は、取り組むべき、どちらか

といえば取り組むべきで約９割、どちらかといえば取り組むべきでないでは７割台、取り組むべき

ではない、なんとも言えない、わからないでは６割前後となる。 
 

 
 

【水道事業広域化のメリットについて】 

 

広域化に対する考え方で、水道事業広域化のメリットについての回答をみると、取り組むべき、

どちらかといえば取り組むべきでは、「水道料金の値上幅の抑制」が６割を超え、最も多い。どちら

かといえば取り組むべきでない、なんとも言えない、わからないでは、 「水道料金の値上幅の抑制」

が約４割で、取り組むべきではないでは、「特にない」（44.8％）が約４割で、最も多い。 
 

 

 

26.4

7.4

4.5

3.4

3.9

63.9

81.5

70.5

55.2

61.6

7.8

9.8

20.5

34.5

26.4

0.7

0.4

2.3

3.4

6.9

1.1

0.9

2.3

3.4

1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

取り組むべき(n=538)

どちらかといえば取り組むべき(n=950)

どちらかといえば取り組むべきでない(n=44)

取り組むべきではない(n=29)

なんとも言えない、わからない(n=466)

よくわかった だいたいわかった あまりわからなかった わからなかった 無回答

68.4

53.3

42.6

50.2

45.0

36.6

1.1

1.1

0.0

0 20 40 60 80

水道料金の値上幅の抑制

水道設備の更新や耐震化が進む

国の補助金を活用することができる

施設の統廃合などにより各事業体で個別経営
を続けるよりも維持管理・投資が効率化される

送水管の二重化などによる災害への備え

専門人材の育成・確保

特にない

その他

無回答

取り組むべき(n=538)

64.4

44.1

37.7

36.8

37.4

24.8

2.5

0.8

0.4

0 20 40 60 80

どちらかといえば取り組

むべき(n=950)

38.6

29.5

27.3

18.2

22.7

18.2

27.3

0.0

0.0

0 20 40 60 80

どちらかといえば取り組

むべきでない(n=44)

17.2

17.2

24.1

6.9

6.9

3.4

44.8

13.8

0.0

0 20 40 60 80

水道料金の値上幅の抑制

水道設備の更新や耐震化が進む

国の補助金を活用することができる

施設の統廃合などにより各事業体で個別経営
を続けるよりも維持管理・投資が効率化される

送水管の二重化などによる災害への備え

専門人材の育成・確保

特にない

その他

無回答

取り組むべきではない(n=29)

40.1

23.0

27.9

21.9

21.5

17.0

20.2

2.6

4.1

0 20 40 60 80

なんとも言えない、わか

らない(n=466)



R6 年 1 月 長野市上下水道局 

17 

 

【水道事業広域化の不安・課題について】 

 

広域化に対する考え方で、水道事業広域化の不安 ・課題についての回答をみると、いずれも、「料

金値上幅が本当に抑制されるか」が最も多い。どちらかといえば取り組むべきでないでは、「お客様

窓口を集約化した場合、サービスが低下しないか」が同率で最も多い。一方、取り組むべきではな

いでは 「各自治体の意向が反映されづらくなるのではないか」（44.8％）が、他では 「お客様窓口を

集約化した場合、サービスが低下しないか」が２番目に多い。 
 

   

  
 

45.5

37.4

31.4

28.4

23.2

19.3

3.0

1.7

15.1

1.5

0.0

0 20 40 60 80

料金値上幅が本当に抑制されるか

お客様窓口を集約化した場合、サービスが低下しないか

水質などの安全性

下水道事業の分離により、業務効率が低下しないか

各自治体の意向が反映されづらくなるのではないか

断水等の災害への備え

他の自治体よりメリットが少ないのではないか

長年使ってきた水道への愛着

特にない

その他

無回答

取り組むべき(n=538)

57.8

43.6

35.6

27.9

26.0

22.9

7.2

3.7

6.7

0.9

0.2

0 20 40 60 80

どちらかといえば取り組

むべき(n=950)

61.4

61.4

38.6

34.1

27.3

31.8

20.5

15.9

0.0

2.3

2.3

0 20 40 60 80

どちらかといえば取り組

むべきでない(n=44)

65.5

41.4

41.4

31.0

44.8

34.5

24.1

17.2

3.4

10.3

0.0

0 20 40 60 80

料金値上幅が本当に抑制されるか

お客様窓口を集約化した場合、サービスが低下しないか

水質などの安全性

下水道事業の分離により、業務効率が低下しないか

各自治体の意向が反映されづらくなるのではないか

断水等の災害への備え

他の自治体よりメリットが少ないのではないか

長年使ってきた水道への愛着

特にない

その他

無回答

取り組むべきではない(n=29)

50.2

37.3

35.6

19.1

21.9

23.2

8.4

3.0

14.6

3.0

1.1

0 20 40 60 80

なんとも言えない、わか

らない(n=466)


